
新型コロナウイルス感染症に伴う在学生支援募金についてのお願い新型コロナウイルス感染症に伴う在学生支援募金についてのお願い
　平素から学校法人同志社へのご理解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、世界中で多くの人々の生活が一変しました。学校法人同志社が設
置する学校には、約4万2000名の学生、生徒、児童、園児が在籍していますが、政府の緊急事態宣言を受
け、一時はすべての学校が休校等になり、教室で学ぶことができない状況を余儀なくされました。
　各学校では、緊急対策本部を立ち上げるなど、地域や卒業生のお力添えのもとで、社員が英知を出し合
い、インターネット学習環境の整備など、力を合わせて、学生、生徒、児童、園児に寄り添いながら、教
育水準、教育環境の維持・向上のために努力を続けています。
　感染予防と経済活動の両立で長期化するWithコロナ社会においては、学費支弁者への影響も大きく、就
学をあきらめなければならない在学生が生じています。
　そこで本法人としては、同志社教育を受けることを希望し入学した在学生が失意のうちに終わることが
ないよう、窮地に立たされている在学生に対して、支援金を給付しております。
　しかし、これらの取組を学費収入等で賄うことは難しいことから、「新型コロナウ
イルス感染症に伴う在学生支援募金」を開設し、卒業生、教職員のほか、広く社会の
各方面からのご支援により多くの在学生が学び続けています。
　つきましては、本募金事業の趣旨をご理解いただき、今後
も引き続き温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄付金募集要項
【募金目的】長期化する新型コロナウイルスの感染拡大により、学費の支弁に著しい支障の生じた在
学生に対し、支援金を給付すること。
【募集期間】2020年6月1日から2026年3月31日まで
【お申込金額】�個人 … 一口　1万円（一口未満のご寄付についても有難くお受けいたします） 

法人／団体 … 一口　10万円
【学校指定について】
支援を必要とする在学生数（学生、生徒、児童、園児）は、学校によって異なるため、支援対象者は
同志社が決定し、同志社在学生修学特別支援金として給付させていただきます。
ただし、ご寄付いただく際に特段のご希望がおありの場合は、寄付金の一部もしくは全額について、
特定の学校をご指定いただくことができます（例：全額を同志社女子大学を指定。半分を同志社国際
中高、残りを同志社に一任。etc .）。なお、この場合に大学を指定された場合は「ALL　
DOSHISHA募金　特定寄付奨学金」として、女子大学を指定された場合は「サポーターズ募金“ぶ
どうの樹”経済的困窮学生に対する奨学金」として在学生に給付させていただきます。
【税制上の優遇】
学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象法人」および「特定公益増進法人」の認可を受け
ており、同志社へのご寄付は個人によるご寄付の場合、所得税の「税額控除」または「所得控除」の
いずれかを選択いただけます。
さらに、お住まいの地域によっては、住民税の「税額控除」の対象になります。
詳細は、https://bokin.doshisha.ed.jp/tax/index.htmlを参照ください。

【お申込方法】
「学校法人同志社 募金のご案内」からご寄付いただけます。
　　　　　　　　　　　　https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/shien.html
クレジットカード、口座振替、ネットバンキング、コンビニ支払い、金融機関窓口からの
振込でのお申込みが可能です。
インターネットからのお申込みが困難な場合やご不明な点がある場合は、下記にお問い合わせください。

お問い合わせ：法人部法人事務室
　　　　　　　京都市上京区今出川通烏丸東入
　　　　　　　TEL：075-251-3006　FAX：075-251-4980　E-mail：ji-hojin@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　https://www.doshisha.ed.jp/

学校法人 同志社
総長・理事長　八田 英二

皆様のご協力により、2022年3月末までに27,194,000円の支援ができることになりました。ご協力あり
がとうございます。
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹

介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N. ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【企画展】
第28回企画展
「社史」と呼ばれて60年�
「Keep!―社史は宝箱―」
期　間：2023年３月１４日（火）～４月２８日（金）
場　所：2階企画展示室
主　催：�同志社大学同志社社史資料センター

【特別写真展】
特別写真展
「�文化財のもつチカラ―熊本洋学校教師館
（ジェーンズ邸）復興までのあゆみ―」

期　間：2023年３月１４日（火）～４月２８日（金）
場　所：1階常設展示室「同志社の今」
主　催：�同志社校友会熊本県支部 

同志社大学同志社社史資料センター
特別協力：ジェーンズの会
後　援：�熊本県、熊本市、熊本県教育委員会、

熊本日日新聞社、同志社同窓会熊本
支部

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16：30まで）
【閉 館 日】�日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・GW・夏期休暇中の一定

期間・年末年始　※3月21日（祝）は開館
【場　　所】�同志社大学 今出川キャンパス ※駐車場、駐輪場はありません。公共交通

機関をご利用ください。
※�新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行っております。ホームページをご確認いただ

き、ご理解とご協力をお願いいたします。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　毎週火・木・土曜日(祝日は除く、2023年4月29日～5月5日は閉館)
　　　　　②特別公開　�春の特別公開　4月1～5日 

オープンキャンパス　7月30、8月6日【仮】 
秋の特別公開　10月1～5日 
ホームカミングデー　11月12日【仮】 
創立記念日　11月29日 
卒業式当日　2024年3月20～22日

※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp/
【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】�①通常公開 

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。 
②特別公開 
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。 
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】�京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行っております。ホームページをご確認
いただき、ご理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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同志社女子大学史料センター 第 26 回企画展同志社女子大学史料センター 第 26 回企画展

女子教育を彩る部活動女子教育を彩る部活動

　同志社女子大学では、毎年さまざまなテーマのもと、史料センターを中心に企画展・
講演会などを実施し、同志社女子大学の歴史と教育の歩みを振り返ってきました。第26
回となる今年度の企画展では、女子教育を彩ってきた部活動〜とりわけ文化系〜の系譜
を概観するとともに、それぞれの時代の学生の意識や社会の志向のもとに生まれ、盛衰
とともに今日に至ってきた流れについて展望していくことを目的として企画いたしまし
た。正課授業と寄り添い、並走してきたもう一つの教育の柱である部活動の歩みを通し
て、同志社女子大学の歴史に対する理解を深める一助となれば幸いです。

期　間：�2022年11月18日（金）～2023年7月31日（月）
時　間：10：00～16：00
閉室日：土・日・祝日 および5月1日～2日
　　　　（�ただし、2023年7月17日は開室して 

おります。）

場　所：同志社女子大学史料センター
　　　　（�今出川キャンパスジェームズ館1階展示室）

主　催：同志社女子大学

お問い合わせ：�同志社女子大学史料センター�
〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入�
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201�
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

同志社設立10年後の1885年に「アルムニ会」として発
足したのが、同志社校友会の始まりです。主な目的
は、卒業生の親睦と大学との連携を通じた学生の支援
です。現在、約36万人の会員となり、国内はもとよ
り、各国に支部があります。

　2020年春からコロナ禍で、経済的に困窮している学生支援のため、同志社大学と連携
して2020年5月から6月にかけて商店街やスーパーで利用できる食生活応援クーポンを配
布し一人暮らしの食生活サポートを行う事ができました。
　その後も、「同志社校友会ランチプロジェクト」を立ち上げ、学内の食堂において、
200円の補助をすることで、学生の経済的な負担を軽減するとともに、安定した食生活
ができるようにしています。
　2022年12月には累積で約33万人の支援ができました。学生アンケートでは、感謝の声
に加えて、「私も将来就職して社会的地位を上げて、このように後輩たちをぜひ支援し
たいと強く感じました。」という声も寄せられ、支援の有益性を全国の校友と共有させ
ていただきました。　　
今後も、様々な学生への支援を継続し、充実した学生生活を送ってもらえるよう対応し
てまいります。

活動の概要
①卒業生と繋がる同志社校友会
　�2022年8月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在し卒業

生に対して、現地の校友会がサポートをしています。
　�連絡先は、ＱＲコードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索してく

ださい。
②大学と繋がる同志社校友会
　�同志社大学が掲げるリーダー養成、グローバル化への支援、「同志社大学2025　

ALL DOSHISHA募金」の推進など大学と連携した活動を行っています。
③学生を支える同志社校友会
　�「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として

「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて教育と学生
生活の充実がはかれるサポートを行っています。

同志社校友会事務局　　　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail info00@doshisha-alumni.org
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同志社同窓会の歩みと年間行事・事業同志社同窓会の歩みと年間行事・事業

同志社同窓会は1876年に同志社女学校が創立された17年後の
1893年、96名の母校愛にあふれた卒業生と有志らにより設立さ
れました。制定された規約の第1条には「会員たるものは相互の
交誼を密にし且同志社女学校の益を図るを目的とする」と記さ
れています。

女学校の創設期、最初の実質的な校長としてキリスト教教育
を担ったA.J.スタークウェザー（1876～83）、次いでA.Y.デイ
ヴィス、V.A.クラークソンら合計5名の女性宣教師がアメリカ
ン・ボード（支援はウーマンズ・ボード）から派遣されまし
た。そして寄宿舎での生活を通して女生徒たちはキリスト教の

価値観、生活様式を身につけ【自立した女性とは、神の恵みに感謝し、他者に仕える喜
びを見出す、すなわち「地の塩・世の光」（マタイ5：13）となる女性】と教えられた
のです。

深い慈愛をもって育まれた卒業生たちは卒業後も良き姉妹として年に1度「母校に帰
る日」を決めて集まり、礼拝をもって総会を持ち、年会（大同窓会）を開いたとの記録
が残っています。その会では、教職員と生徒らも共に集まり大親睦会として余興なども
行われたようです。

また、現在の『同志社同窓会報』の前身である『同志社女学校期報』は同窓会の創設
事業として発行されました。その中で、母校の教育のレベルアップの為に必要不可欠な
書籍や校舎維持費など、必要な資金を得るために同窓会挙げて募金活動を大々的に行っ
ていたことが記載されています。

同志社同窓会は「世界で一番良い国は日本　日本で一番良いところは京都　京都で一番
良い学校は同志社　同志社で一番良い学校は女子部」とおっしゃり、同志社を愛し、女学
校と女生徒また卒業生らをご自分の分身のように愛し抜かれたM.F.デントン先生から多大
な感化を受け、その教えを守って様々な活動を続けています。母校への寄付金を集めるた
めに、と教えてくださったバザーは同志社同窓会の大切な行事の一つとなっています。

2023年に創設130周年を迎える同志社同窓会は、女子大学、大学院、女子高校及び中
学、旧制女専、高女の卒業生・修了生によって構成されており、62支部（国内59支部、海
外3支部）に95,000名を超える会員を有しています。また、本部は役員30名、常任幹事20
名、監事2名のほか、各学年代表の幹事からなり、組織として同志社同窓会の中に同志社
女子大学《Vineの会》と同志社女子中高同窓会「同志社ゆかり会」が置かれています。

 年間活動と行事・事業 
春(5月)と秋（9月）の幹事会
7月　�同志社同窓会総会 

（3年に1度は総会の前日に支部長会が開催され、翌日の総会に参加して頂きます）
10月　バザー開催　
11月　�全同志社リユニオン 

（法人同志社、同志社大学、校友会と共催し、同窓会ルームで催物を行っています）
12月　�ミス・デントン永眠記念墓前礼拝 

（相国寺　長得院の墓前で礼拝を捧げ、先生を偲びます）
2月　�新島襄生誕記念会 

（学校法人同志社、同志社校友会と共催で行います）
3月　�女子高、女子大学卒業生対象入会式（女子高校、女子大学の卒業式前日に、同志

社同窓会についての説明と入会の歓迎会を行います）
その他、奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、華
道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営も行っています。

（文責　三好三恵子）
＊ホームページhttps://www.dojo-doso.org/　E-Mail dojodoso@juno.ocn.ne.jp

117




